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[1] f(x)を R上の関数とする．任意の a ∈ Rに対し，次の 2条件が互いに必要十分であ
ることを示せ．(これは，5月 15日の講義で「明らか」と言ったことです．わざわざ聞いて
いるんですから，定義に基づいてきちんと証明してください．)

(1) lim
x→a+

f(x) = lim
x→a− f(x) = α.

(2) lim
x→a

f(x) = α.

[2] {an}nを有界数列として，{an}nの部分列で収束するもの全体を考え，それらの収束先
すべての集合を Aとする．

(1) Aは最大値を持つことを示せ．
(2) その最大値はlim sup

n→∞
anに等しいことを示せ．

[3] f(x), g(x)をR上の連続関数とする．各点 x ∈ Rで，h(x) = max(f(x), g(x)) と定め
る．この h(x)もR上の連続関数であることを証明せよ．


